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白色系充てん剤と加硫促進剤 (5)

シリカ配合に おける加硫促進剤 の効果 について過去にい

くつか紹介した1,2), 今回は， CZをベ ー スとして各種加硫

促進剤を併用した場合 の加硫について紹介する．シリカは，

シランカップリング剤で処理されているものを用 いた．

図1から4に加硫曲線を示した． ブランク(CZ のみ）は，

加硫が遅いが， 他の加硫促進剤などを併用すると加硫が速

くなる． チオウレア系のTMU, EURやZIX-0の併用は，

スコ ー チを 速くし 好ましくないが， 8, EGS, グアニジ

ン系， チウラム系およびジチオカルバミン酸金属塩の併用

が好ましい．

実 験

1. 配合

SBRl 723 137.5, 酸化亜鉛5, ステアリン酸1, RAF 20, 

シリカ ※ I 40, 硫黄1.5, CZ 1.5加硫促進剤（図中に記

載） 0.7 (TOT-Nは1.05)
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図1 チオウレア系， グアニジン系の併用
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図3 ジチオカルバミン酸金属塩系の併用

※ 1COUPSIL 8113 ; Si 69で処理したシリカ

エポニックデグサジャパン（梱

2. 試験

MDR2000による加硫試験， 160℃
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくもので ありますが， 結果をすべて確実に保証する

ものではありません．
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図2 チウラム系の併用
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図4 その他の加硫促進剤の併用
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